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●日時　７月２日（日）
　　　　▽開場＝13：30〜
　　　　▽実施＝14：00〜16：00
●場所　河東コミセン・多目的ホール
●先着80人　＊受講できない場合のみ連絡
●申込締切日　６月28日（水）

■問い合わせ先　図書課　☎（34）2263

●申込方法
①講演会名②氏名③電話番号を明記して
▽ハガキ＝〒811-3437／久原400／宗像ユリックス図書館あて
▽ FAX（37）2956
▽電子申請＝市 ＨＰ http://www.city.munakata.lg.jp/→「電子申請」
▽窓口（市民図書館全館）

分かりやすくて面白いと各地で評判
の人気講師、今長谷照子さん（元
篠栗町立図書館副館長）の歴史
人物講演会の第２回目を行い
ます。受講無料。

学びの里

宗像市民図書館・河東コミセン共催
歴史人物講演会

「戦の中の女たち」
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宗像市民図書館

　市内には小学校15校、中学校７校、全校で約8,000人の子どもたちが学
んでいます。学校では「自立し、かかわりを深める子ども」の育成を目指し、
学校・地域・家庭が協働して、いろいろな取り組みを行っています。
＊このコーナーは、随時、市広報紙15日号で、学校の特色ある取り組みを
紹介していきます

■問い合わせ先　教育政策課　☎（36）5099

入学前の部活動体験 学力向上と心の成長にもつながる
「赤間っ子検定」

　城山中校区では、入学前の小学６年生を対象に、
２月下旬〜３月の週末を利用して部活動体験を数回
開催しています。３月18日の開催日には、陸上、テ
ニス、バスケットボール、柔道の４部活動に３０人ほ
どが参加。中学生たちは、教えることの難しさと同
時に、６年生の真剣なまなざしと笑顔に、普段の活

動の魅力を伝える喜びも
体感しているようでし
た。
　小学生は、最初は緊張
した面持ちでしたが、優
しい先輩たちに、不安も
和らいだ様子。初めて柔
道を体験した小学生は
「初めてだけど楽しかっ
た。中学生になったら柔
道部に入って頑張りた
い」と話していました。
　入学への夢や希望が膨
らむ一方、これから始ま

る中学校生活に不安を感じる子どもたちにとって、今回の部
活動体験は中学校の様子を知るよい機会になったのではない
でしょうか。
【城山中の紹介】
　昭和２２年開校。生徒数671人（５月１日現在）。宗像市で最
も生徒数が多い中学校です。学業だけでなく今回紹介した
部活動も熱心で、規律正しい行動が身に付き生徒たち
の遅刻もほとんど無くなるなど、素晴らしい成果
につながっています。

　学校全体の学びの場として年に１〜２回実施している
「赤間っ子検定」。各学年ごとに共通の問題（１年生はた
し算ひき算、６年生は歴史など）を数十問作成し、その
うち４〜５問を出題。家庭にも検定の内容を知らせ、全
員合格を目指します。
　「検定前は、毎日プリントで学習したり、間違えた箇所

を出題したりします」と
いう保護者。児童たちは、
検査官の校長・教頭先生
の前で、入退室時のマ
ナー、受検時の言葉使い、
身だしなみにも注意して
緊張しながら答えを言い
ます。
　最後まで諦めずに何度
も挑戦する子どもが合格
すると、先生もクラスメ
イトもみんなで合格を喜
ぶすてきな一幕が見られ
ました。

【赤間小の紹介】
　明治７年開校。児童数968人（５月１日現在）。市内一の児童数
ながら、子ども同士の関わりを増やす幼稚園・保育所訪問、台湾
との国際交流を行っており、また、地域の赤間宿まつりではジュ
ニア観光ボランティアなど積極的に参加し活躍しています。

検定合格は、達成感と
子どもの自信につながります

柔道部での体験の様子
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